
 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校 

設置者名 学校法人愛知産業大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 

公務員科 
夜 ・

通信 
378 時間 160 時間  

ＩＴスキル科 
Web デザインコース 

夜 ・

通信 
360 時間 160 時間  

ＩＴスキル科 

情報処理コース 

夜 ・

通信 
360 時間 160 時間  

ＩＴスキル科 
ITマネジメントコース 

夜 ・

通信 
480 時間 160 時間  

ビジネススキル科 

医療事務コース 

夜 ・

通信 
750 時間 160 時間  

ビジネススキル科 

経理事務コース 

夜 ・

通信 
630 時間 160 時間  

ビジネススキル科 
販売マネジメントコース 

夜 ・

通信 
630 時間 160 時間  

職業実践科 

公務員コース 

夜 ・

通信 
420 時間 80 時間  

職業実践科 

医療事務コース 

夜 ・

通信 
420 時間 80 時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.elic.jp/evalution 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校 

設置者名 学校法人愛知産業大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://asu-g.jp/index.php/yakuin/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 税理士 
2020.4.1 ～

2022.3.31 
財務 

非常勤 
クロスプラス株式会社 

相談役 

2020.4.6 ～

2022.4.5 
コンプライアンス 

（備考） 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校 

設置者名 学校法人愛知産業大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバスの

一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用に印

刷したシラバスを配付している。 

 

 (3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

 ホームページの情報公開ページ 

授業計画書の公表方法 
職員室での閲覧 

https://www.elic.jp/evalution 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
(1)単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況 

 シラバスに記載の評価基準により評価を行い、『試験及び成績評価に関する規程』に

基づき単位を認定している。 

シラバスと『試験及び成績評価に関する規程』は、ホームページの情報公開ページに

掲載している。 

  



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得した

点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成績

分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

 ホームページの情報公開ページ 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.elic.jp/evalution 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実践

的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、各

学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対し

て、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.elic.jp/evalution 

 

  



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 ＥＬＩＣビジネス＆公務員専門学校 

設置者名 学校法人愛知産業大学 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://asu-g.jp/index.php/zaimu2020 

収支計算書又は損益計算書 https://asu-g.jp/index.php/zaimu2020 

財産目録 https://asu-g.jp/index.php/zaimu2020 

事業報告書 https://asu-g.jp/index.php/jigyo/ 

監事による監査報告（書） https://asu-g.jp/index.php/zaimu2020 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 公務員科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,872 単位時間 

1,872 
単位時間 

576 
単位時間 

 

720 
単位時間 

0 
単位時間 

 

0 
単位時間 

3,168 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

80 人 95 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

 
  



成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、公務員試験合格に向けたレベルアップ学習を取り入れ、面接指導にも力を入

れている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 35 人

（100％）

2人

（6％）

33 人

（94％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 税務職員、刑務官、県職員（島根県）、愛知県警、市職員（岡崎市） 

（就職指導内容） 

 公務員試験合格に向けた教養及び面接指導 



（主な学修成果（資格・検定等）） 

 漢字検定、文書処理能力検定、ジョブパス検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  95 人 25 人 26.3％ 

（中途退学の主な理由） 

公務員試験合格、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ＩＴスキル科 

Web デザインコース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（IT スキル科の内数） 

生徒実員 
（ITスキル科の内数） 

うち留学生数 
（IT スキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

160 人 169 人 121 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

 ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、学生一人ずつにノートパソコンを支給しており、プログラミングの授業を自

身のパソコンで受けられるようになっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 52 人

（100％）

20 人

（38％）

28 人

（54％）

4人

（8％）

（主な就職、業界等） 

 システム開発（システムエンジニア、プログラマ等）、WEB 業界 

（就職指導内容） 

 資格指導と業界人の講義による就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者、応用情報技術者、WEB 関連資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  134 人 3 人 2.2％ 

（中途退学の主な理由） 

一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ＩＴスキル科 

情報処理コース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（IT スキル科の内数） 

生徒実員 
（ITスキル科の内数） 

うち留学生数 
（IT スキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

160 人 169 人 121 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、学生一人ずつにノートパソコンを支給しており、プログラミングの授業を自

身のパソコンで受けられるようになっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 52 人

（100％）

20 人

（38％）

28 人

（54％）

4人

（8％）

（主な就職、業界等） 

 システム開発（システムエンジニア、プログラマ等）、WEB 業界 

（就職指導内容） 

 資格指導と業界人の講義による就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者、応用情報技術者、WEB 関連資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  134 人 3 人 2.2％ 

（中途退学の主な理由） 

一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ＩＴスキル科 

IT マネジメントコース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（IT スキル科の内数） 

生徒実員 
（ITスキル科の内数） 

うち留学生数 
（IT スキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

160 人 169 人 121 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、学生一人ずつにノートパソコンを支給しており、プログラミングの授業を自

身のパソコンで受けられるようになっている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 52 人

（100％）

20 人

（38％）

28 人

（54％）

4人

（8％）

（主な就職、業界等） 

 システム開発（システムエンジニア、プログラマ等）、WEB 業界 

（就職指導内容） 

 資格指導と業界人の講義による就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者、応用情報技術者、WEB 関連資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  134 人 3 人 2.2％ 

（中途退学の主な理由） 

一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ビジネススキル科 

医療事務コース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（ビジネススキル科の内数） 

生徒実員 
（ビジネススキル科の内数） 

うち留学生数 
（ビジネススキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

80 人 44 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、多様な分野で求められるスキルを身に付けることができるよう、専門分野の

資格だけでなく、ビジネスに必要な素養や基本的な実務能力に関する資格の取得にも

力を入れている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12 人

（100％）

1人

（8％）

11 人

（92％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 医療事務、一般事務、経理、販売 

（就職指導内容） 

 資格取得指導とインターンシップによる就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 医療事務、日商簿記、販売士、各種パソコン検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33 人 2 人 6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ビジネススキル科 

経理事務コース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（ビジネススキル科の内数） 

生徒実員 
（ビジネススキル科の内数） 

うち留学生数 
（ビジネススキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

80 人 33 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、多様な分野で求められるスキルを身に付けることができるよう、専門分野の

資格だけでなく、ビジネスに必要な素養や基本的な実務能力に関する資格の取得にも

力を入れている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12 人

（100％）

1人

（8％）

11 人

（92％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 医療事務、一般事務、経理、販売 

（就職指導内容） 

 資格取得指導と、インターンシップによる就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 医療事務、日商簿記、販売士、各種パソコン検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33 人 2 人 6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
ビジネススキル科 

販売マネジメントコース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

1,740 単位時間 

1,800 
単位時間 

480 
単位時間 

600 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

2,880 単位時間 

生徒総定員数 
（ビジネススキル科の内数） 

生徒実員 
（ビジネススキル科の内数） 

うち留学生数 
（ビジネススキル科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

80 人 33 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、多様な分野で求められるスキルを身に付けることができるよう、専門分野の

資格だけでなく、ビジネスに必要な素養や基本的な実務能力に関する資格の取得にも

力を入れている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12 人

（100％）

1人

（8％）

11 人

（92％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 医療事務、一般事務、経理、販売 

（就職指導内容） 

 資格取得指導と、インターンシップによる就業意識の形成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 医療事務、日商簿記、販売士、各種パソコン検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33 人 2 人 6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 一身上の都合 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
職業実践科 

公務員コース 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼  

936 単位時間 

900 
単位時間 

 

240 
単位時間 

 

300 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

1,440 単位時間 

生徒総定員数 
（職業実践科の内数） 

生徒実員 
（職業実践科の内数） 

うち留学生数 
（職業実践科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

40 人 11 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、短期間での目標達成に向け、苦手科目を克服するための補習を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14 人

（100％）

4人

（29％）

10 人

（71％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 高卒国家公務員（行政）、税務職員、名古屋市（事務）、名古屋市（消防） 

（就職指導内容） 

 公務員試験合格に向けての教養及び面接指導 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 漢字検定、文書処理能力検定、ジョブパス検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  16 人 2 人 12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 公務員試験合格、進路変更 

  



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 専門課程 
職業実践科 

医療事務コース 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼  

936 単位時間 

900 
単位時間 

240 
単位時間 

 

300 
単位時間 

0 
単位時間 

0 
単位時間 

1,440 単位時間 

生徒総定員数 
（職業実践科の内数） 

生徒実員 
（職業実践科の内数） 

うち留学生数 
（職業実践科の内数） 

専任教員数
（専門課程の内数） 

兼任教員数 
（専門課程の内数） 

総教員数 
（専門課程の内数） 

40 人 11 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

(1)授業計画書の作成過程 

シラバスの作成にあたり、各項目のチェックポイントを記した『シラバス作成要領』

を教員に配付している。 

 

(2)授業計画書の作成・公表時期 

各学期の授業時間割を編成後に、教材の選定とシラバスの作成を行っている。 

印刷したシラバスは職員室のカウンターで閲覧できるようになっており、シラバス

の一部はホームページの情報公開ページに掲載している。また、初回授業で受講生用

に印刷したシラバスを配付している。 

 

(3)授業計画書の公表方法 

 職員室での閲覧 

ホームページの情報公開ページ 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

(1)客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など） 

 『試験及び成績評価に関する規程』により、各学期における「学習過程評価」と「学

習成果評価」の合計得点を 100 点満点に換算した得点（総合得点）で評価し、取得し

た点数の平均を算出している。 

 

(2)客観的な指標の適切な実施状況 

『試験及び成績評価に関する規程』により、客観的な指標をもとに学科ごとの『成

績分布表』を作成し、学生の指導等に活用している。 

 

(3)客観的な指標の算出方法の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

  



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

(1)卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

（『3つのポリシー』で定める卒業認定の方針より） 

 豊かな知性と誠実な心を持ち、公務員、情報、医療、経理、販売の専門知識及び実

践的な技能を身につけ、社会に貢献できる者、かつ学則で定める修業年限以上在籍し、

各学科で定める卒業に必要な単位を修得した者に対して、卒業を認定する。 

 

(2)卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

『卒業及び進級に関する規程』により審査会議を行い、認定基準を満たした者に対

して、校長が認定する。 

 

(3)卒業の認定に関する方針の公表方法 

ホームページの情報公開ページ 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制により、就職・学習面はもちろん、生活面に関しても気軽に相談でき

る環境を整えている。 

また、短期間での目標達成に向け、苦手科目を克服するための補習を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14 人

（100％）

4人

（29％）

10 人

（71％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 高卒国家公務員（行政）、税務職員、名古屋市（事務）、名古屋市（消防） 

（就職指導内容） 

 公務員試験合格に向けての教養及び面接指導 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 漢字検定、文書処理能力検定、ジョブパス検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  16 人 2 人 12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 公務員試験合格、進路変更 

  



（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠課数に応じて、30欠課で担任面談、45欠課で学年主任面談、60欠課で学年主任

面談、75 欠課で校長面談、90 欠課で保護者との校長面談を実施しており、面談後に

は、面談の内容と注意を促す文書を保護者宛に通知している。 



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

公務員科 100,000 円 630,000 円 150,000 円 施設整備費 

ＩＴスキル科 100,000 円 690,000 円 150,000 円 施設整備費 

ビジネススキル科 100,000 円 690,000 円 150,000 円 施設整備費 

職業実践科 

公務員コース 
100,000 円 630,000 円 150,000 円 施設整備費 

職業実践科 

医療事務コース 
100,000 円 690,000 円 150,000 円 施設整備費 

修学支援（任意記載事項） 

【入学時採用特別奨学金】 

・指定校推薦奨学金：5万円（入学金 50%） 

・履歴評価奨学金：5万円（入学金 50%） 

・留学生奨学金：20 万円（入学金 100%＋施設整備費 10万円） 

・姉妹校奨学金：20 万円（入学金 100%＋施設整備費 10万円） 

・入学応援奨学金：31万 5 千円又は 34万 5千円（初年度授業料 50%） 

・内部進学者奨学金：15万円（施設整備費 15 万円） 

【在学時採用奨学金】 

・学修奨励奨学金：10万円（授業料 10万円） 

・経済支援奨学金：31万 5 千円又は 34万円 5千円（該当年授業料 50%） 

・留学生奨学金：10 万円（施設整備費 10 万円） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.elic.jp/evalution 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

実践的な職業教育機関としての特色を伸ばすため、本校と密接に関係する者（ステ

ークホルダー）の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図り、自己評価結果の

客観性と透明性を高めることを目的とした学校関係者委員会を設置している。 

委員は、本校の専門分野における業界関係者、卒業生、保護者、地域住民等で構成

され、各種資料の検証や諸活動の観察等を通じて、自己評価結果及び改善方策につい

て評価し、課題の改善に向けた指導と助言をまとめ、校長に報告する。 

校長は、評価結果について速やかに理事長に報告し、公表する。 

各学科、事務局、委員会等は、評価結果に基づいて、必要な改善を図る。 

  



学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社エザキコーポレーション 2020.4.1～2021.3.31 業界関係者 

金山橋連合商店街振興組合 2020.4.1～2021.3.31 地域住民 

公務員科 2020.4.1～2021.3.31 保護者 

ＩＴスキル科 2020.4.1～2021.3.31 保護者 

事務スキルスペシャリスト科 2020.4.1～2021.3.31 卒業生 

事務スキルスペシャリスト科 2020.4.1～2021.3.31 卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.elic.jp/evalution 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.elic.jp/ 

 


